
第３章 歯科口腔保健計画の方向性
１ 基本的な考え方
現在、府民の平均寿命は、年々延伸している状況にありますが、平成2２年の平均寿命は、男性79.06年（全国79.64年、第39位）、女性85.90年（全国86.39年、第42位）で全国よりも短く、また、健康寿命においても、男性69.39年（全国70.42年、第44位）、女性72.55年（全国73.62年、第45位）でこちらも全国と比較すると短くなっています。
誰もが生涯にわたって質の高い生活を送るためには、平均寿命の延伸のみならず健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間である健康寿命を延伸することが必要です。この健康寿命の延伸には、歯の喪失予防、口腔機能の維持・向上が関連するとの報告がなされており、第２次大阪府健康増進計画の基本理念である「全ての府民が健やかで心豊かに生活できる活力ある社会の実現」を目指すためには、歯と口の健康づくりをさらに推進していくことが必要です。
府の歯科口腔保健の現状について歯科に関する様々な調査結果から分析すると、乳幼児期、学齢期の多くの指標において、全国と同水準の改善傾向が認められています。しかしながら、成人期・高齢期になると４０～８０歳の各年齢層における歯の保有状況に関する指標及び歯周病の有病状況に関する指標が全国と比較して特に悪くなっていることから、成人期・高齢期の歯科口腔保健の向上が課題です。
また、介護老人保健施設、障がい者（児）入所施設における定期的な歯科健診を実施している施設の割合も、全国と比較して低い値となっており課題です。
そこで、本計画は、国が示した基本的な方向（「歯科口腔保健の推進に関する基本的事項（平成24年７月策定）」）、第２次大阪府健康増進計画の基本的な方向とともに、第２章で示した大阪府における歯科口腔保健の現状と課題を踏まえたものとし、基本的な方針を「１ 生涯にわたる歯と口の健康づくりの推進」、「2 歯科疾患の予防の推進」、「３ 歯と口の健康づくり推進のための意識づけと実践の推進」としました。
定期的に歯科健診を受診する者の増加を図ることで「歯と口の健康づくりのための意識づけと実践」を推進し、歯周病予防、むし歯予防などの「歯科疾患の予防」を図り、歯の喪失の防止、口腔機能の育成と維持・向上を目標とすることで、「生涯にわたる歯と口の健康づくり」を推進し、最終的には基本理念である「歯と口の健康づくり推進により、全ての府民が健やかで心豊かに生活できる活力ある社会の実現」を目指すこととしました。
今後は、成人期・高齢期における歯周病予防を重点的に取り組み、歯の喪失の予防だけでなく、歯や口の機能面にも注目し、個人の歯と口の健康づくりへの取り組みとともに、地域、職場、学校、医療機関等を含めた社会全体としてその取り組みを支援します。そして、ライフステージごとの特性を踏まえ、歯と口の健康づくりに関する正しい知識の普及啓発や、食習慣等の生活習慣の改善、歯間部清掃用器具の使用推奨等の普及啓発を行い、8020運動を更に推進していきます。


２ 目標設定の考え方
本計画では、生涯を通じて歯や口の健康を良好に保ち、できる限り歯を失わず、口腔機能の育成と維持・向上を図り、また、ライフステージごとに取り組むべき課題等が異なることも踏まえ、ライフステージ別に目標項目を設定しました。また、歯科口腔保健の推進に関する法律第９条において、障がい者等定期的に歯科健診又は歯科医療を受けることが困難な者における歯科口腔保健の向上が求められているため、これらについて別途目標項目を設定しました。












基本理念





基本方針





歯と口の健康づくりの推進により、全ての府民が健やかで


心豊かに生活できる活力ある社会の実現





【生涯にわたる歯と口の健康づくりの推進】


■　口腔機能の育成と維持・向上


■　歯の喪失予防





【歯科疾患の予防の推進】


■　歯周病予防


■　むし歯予防





【歯と口の健康づくりのための意識づけと実践の推進】


■ 定期的な歯科健診受診者の増加





図18　大阪府歯科口腔保健計画の基本的な考え方





ライフステージ別の取り組み





特に配慮を要する者への取り組み


・要介護者


・障がい児者
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